
 1  

 
 
 
 
 

豊田市立童子山小学校 佃 匠悟  
  
１１  主主題題設設定定のの理理由由 

予測不能な現代社会では、社会生活などの様々な場面において、必要なデータを収集して分析
し、その傾向をふまえて課題を解決したり意思決定をしたりすることが求められている。そのよ
うな能力を育成するために、小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説算数編では、新しく「デ
ータの活用」という領域が設定され、次の３つのねらいが示された。 

・目的に応じてデータを集めて分類整理し、適切なグラフに表したり、代表値などを求めた
りするとともに、統計的な問題解決の方法について知ること 

 ・データのもつ特徴や傾向を把握し、問題に対して自分なりの結論を出したり、その結論の
妥当性について批判的に考察したりすること 

 ・統計的な問題解決のよさに気付き、データやその分析結果を生活や学習に活用しようとす
る態度を身に付けること 

 
また、「統計的な問題解決」とは、以下の５つの段階を経て問題を解決することとしている。 

問題（Problem）：身の回りの事象について、興味・関心や問題意識に基づき、統計的に解決
可能な問題を設定すること 

計画（P l a n）：見通しを立て、どのようなデータを、どのように集めるかについて計画を 
立てること 

データ（Data）：データを集めて分類整理すること 
分析（Analysis）：目的に応じて、観点を決めてグラフや表に表し、データの特徴や傾向をつ

かむこと 
結論（Conclusion）：問題に対する結論をまとめるとともに、さらなる問題を見いだすこと 

 
このことから、「データの活用」の領域では、単に、グラフをかく力や読みとる力をつけるだけでは

なく、自ら問題を見つけたり、それを解決するために必要なデータを集める計画を立てたりする経験
を通して、データを問題解決に生かしていこうとする子の育成が求められていることが分かる。 

本学級の子どもたちは、答えを出すことに必死で、その過程を説明できる子が少ない。そのた
め、「単位量あたりの大きさ」の学習においても、式を立てて求めた値が何を示しているのか説明
できない子どもが多かった。これは、何を求めれば問題が解けるのかという見通しをもたずに解
き進めてしまうことが原因であると思われる。このような子どもたちに、問題を解くときに、根
拠をもち筋道立てて考えたり、問題解決までの見通しをもったりできるようになってほしいと願
う。 

また、国語科「提案文を書こう」の学習では、グラフや資料があると、自分の意見に説得力を
もたせられることを学んだ。しかし、感染者の増加を示す学習をしたときに、変化の分かりやす
い折れ線グラフではなく、棒グラフを用いている子どもや、単純に調べた数字を表に表すだけで、
そこからどんなことが分かったのか自分の分析結果を書けない子どもも見られた。このことから、
自分の意見を伝えるのに適切なグラフは何かを考えたり、そのグラフや数字から分かることを考
えたりすることができていないと思われる。このような子どもたちに、効果的に問題を解決する
ために、適切なグラフや分析結果を活用できるようになってほしいと願いをかけた。 

以上のことから、「問題解決までの見通しをもち、適切なグラフや分析結果を問題解決に活用し
ようとする子の育成」というテーマを掲げ、「統計的な問題解決」の流れを意識して実践を進めた。 
  
２２  研研究究のの内内容容  
（（１１））めめざざすす子子どどもも像像  
 主題に迫るために、めざす子ども像を次のように設定した。 
 ・筋道立てて考え、問題解決までの見通しがもてる子 
 ・問題解決のために、適切なグラフや分析結果を活用しようとする子 

問題解決までの見通しをもち、適切なグラフや分析結果を問題解決に活用しようとする子の育成  
――５５年年  割割合合ののググララフフ（（ああいいささつつ NNoo..11 ププロロジジェェククトト））のの実実践践をを通通ししてて――  
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（（２２））研研究究のの仮仮説説とと手手立立てて  
 めざす子ども像に迫るため、以下のように仮説と手立てを設定して研究を進めた。 
 ＜＜仮仮説説１１＞＞  

 目的に応じたデータを集める計画を立てる場面において、思考の流れを見える化したり、 
話し合いの視点を明確化したりできるワークシートを活用すれば、筋道立てて考え、問題 
解決までの見通しがもてる子が育つだろう。 

  
手手立立てて①①  思思考考のの流流れれをを見見ええるる化化ししたたワワーーククシシーートトのの活活用用  

   筋道立てて考え、問題解決までの見通しをもてるように、あいさつができていない原因とあ

いさつを広げるための解決策をつなげて考えることができるような、思考の流れを見える化し

たワークシートを用いる。 
  
手手立立てて②②  話話しし合合いいのの視視点点をを明明確確化化ししたたワワーーククシシーートトのの活活用用  
  問題解決までの見通しをもった計画が立てられるように、「実際にデータを集めることが可

能か」「発表するときに使えそうなデータか」という話し合いの２つの視点を明確にしたワー

クシートを用いる。 
  
＜＜仮仮説説２２＞＞  

  集めたデータをどのように伝えるかを考える場面において、学習用タブレットを活用し、 
様々なグラフで分析できる環境を作れば、問題解決のために、適切なグラフや分析結果を 
活用しようとする子が育つだろう。 

  
  手手立立てて③③  学学習習用用タタブブレレッットトのの活活用用  
  問題解決のために、適切なグラフを検討できるように、学習用タブレットを用いて、いろい

ろな形のグラフに表して分析を行ったり、２つのデータを掛け合わせたグラフを用いて分析を

行ったりできる環境を作る。 
  
（（３３））抽抽出出児児童童ににつついいてて  

  手立ての有効性を検証するために、児童 A の学習記録や授業記録をもとに、その変容を追うこ

とにした。 
児童の実態 期待する姿 

・算数科「単位量あたりの大きさ」の学習

では、何を求めればよいのかが分かって

おらず、大きい数字だからという理由で

答えを選択していた。 

・国語科「提案文を書こう」の学習では、

自分の伝えたい内容の根拠となるグラフ

を選ぶことができていなかった。 

・自分なりに考えた解決策の有効性を証明

するために、集める必要のあるデータと

ないデータを、根拠をもって判断できる

ようになってほしい。 

・自分の意見を相手により納得してもらう

ために、グラフを効果的に使うとよいこ

とに気付き、これからも適したグラフを

使いたいという思いをもってほしい。 

  
（（４４））単単元元ににつついいてて  

  本単元を 2 つに分けて構成した。最初に、童子山小学校のけがの現状を教材にし、割合のグラ

フの書き方や読み方、基本的な分析の仕方などの学習を行った。その後、子どもたちが童子山小

学校の課題として感じていたあいさつをする子の少なさを Problem（学習課題）として、統計的

な問題解決学習を進めていった。 
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３３  研研究究のの実実際際とと考考察察  
（（１１））手手立立てて①①  思思考考のの流流れれをを見見ええるる化化ししたたワワーーククシシーートトににつついいてて  
  【資料１】は、児童 A が、第 6 時で考えたあいさ
つを広げていくための解決策である。学校にあいさ
つを広めるためにはポスターづくりや、呼びかけ活
動などが有効であると考えている。教師が児童 A に
「どうしてポスターを貼るとあいさつできるように
なるのかな」と聞いてみると、しばらく考え込んで
しまい、答えることができなかった。このやり取り
から児童 A は根拠をもって解決策を考えたのではな
く、今までの経験から知っている方法を上げただけ
であることが分かった。 
第８時では、あいさつができていない原因から、あいさつが広げられる方法までをつなげて考

えられるように、自分の思考の流れを見える化したワークシートを用いた。これによって、現状
から考えたあいさつができていない原因【資料２】（A）を根拠とし、筋道立てて考え、問題解
決（あいさつが広がっていく）までの見通しをもてることをねらった。【資料２】は、思考の流
れを見える化したワークシートを用いて、児童 A が解決策を考えた結果である。この【資料２】
（A）を見ると、児童 Aは、あいさつができていない原因は、返してもらえるかが不安であるこ
とや、周りの子があいさつをしていないのに自分だけするのが恥ずかしいからではないかと予想
している。そして、それを根拠として、５年生が教室に行って、あいさつを返すという解決策を
考えた。児童 A に「どうして教室に行ってあいさつするとあいさつできるようになると思ったの
かな」と聞くと、「あいさつを返す５年生がいれば、誰も返してくれないかもっていう心配がな
くなるから」と答えた。このことから、児童 A は、あいさつができていない原因は、誰も返して
くれないかもしれないという心配や不安があるだろうと予想し、あいさつをする５年生が教室に
いれば、あいさつも広がっていくとだろうと考えたことが分かる。つまり、児童 A は、あいさつ
ができるようになるまでの見通しと、なぜその活動であいさつができるようになるかという根拠
をもち、筋道立てて考えることができたといえる。 
このような児童 A の姿から、手だて①は、筋道立てて考え、問題解決までの見通しをもてるた

めに有効に働いたことが分かる。 
    

【【資資料料２２】】児児童童 AA のの思思考考のの流流れれをを見見ええるる化化ししたたワワーーククシシーートト  
      

【【資資料料１１】】最最初初にに児児童童 AA がが考考ええたた解解決決策策  

（（AA））  
現現状状のの予予想想かからら  

考考ええたたああいいささつつがが  
ででききてていいなないい原原因因  

そそのの原原因因かからら  
考考ええたた解解決決策策  

現現状状のの予予想想  
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集集めめるるデデーータタ候候補補②②  
あいさつをしていたけ
ど、返してもらえるか不
安になった人 

集集めめるるデデーータタ候候補補①①  
あいさつをするの
は、苦手か 

集集めめるるデデーータタ候候補補③③  
あいさつをして、返してもら
えなかったらという不安はあ
るか？ 

集集めめるるデデーータタ候候補補④④  
クラスの先生に、あい
さつを返している人数
を聞く 

（（２２））手手立立てて②②  話話しし合合いいのの視視点点をを明明確確化化ししたたワワーーククシシーートトににつついいてて  
第１１・１２時では、あいさつができない原因とその解決策についてグループで話し合った。

児童 A のグループでは、あいさつができていない原因とその解決策として、児童 A の考えを採用
した。そして、この考えに説得力をもたせるためには、どのようなデータを集めるべきかを考え
た。最初は個人で考え、その後グループで考えを出し合い、4 つに絞った後に、どれを集めるべき
かを話し合う活動を行った。 

【資料３】【資料４】は、あいさつ
を返してもらえないかと思って不安
であることが、あいさつができない
原因になっていることを相手に納得
させるためには、どのようなデータ
を集めればよいのかを話し合ったと
きの記録である。【資料３】の集める
データの候補を見ると、話し合う前
は、集めることが難しいデータ（候補
②）や、集めても「返してもらえない
かと思って不安」だからあいさつが
できていないということを示すデー
タとしては適さないもの（候補①）も
残っている。しかし、【資料４】下線
部の発言から、子どもたちは、データ
を集める場面を想像して、データを
集めることの難しさや、あいさつが
できている児童を教師が把握する難
しさを感じて、ワークシートに×を
つけていった。このことから、視点①
によって、データを集める段階のこ
とまで見通した計画を立てることが
できたと考えられる。 
また、児童 A は話し合いの中で「つ

ながっているかな？」という言葉を
繰り返し使っている（【資料４】波線
部）。このことから、児童 A がこのデ
ータを集めて活用したときに、相手
が納得できそうかどうか先のことを
意識していたことが分かる。また、児
童 A の「不安に思う人が多かったら
説得力あるよね」という発言から、児
童 A がデータを集めた後の結果のこ
とまでを見通して考えていたことが
分かる。これらのことから、視点②に
よって、データを使って発表する段
階まで見通した計画を立てることが
できたと考えられる。 

さらに、【資料５】の本時の振り返
りでは、児童 A が「資料が作れなく
なったり、作っても意味がなくなっ
たりする」と記述している。このこと
から、見通しをもっていないと解決
できないことに気付けたことも分か
る。 
このような児童 A の姿や、話し合

いの記録から、手だて②は見通しを
もった計画を立てるのに有効に働い
たことが分かる。 

【【資資料料 55】】児児童童 AA のの振振りり返返りり  
集めるデータを決めるときには、まず集めることが可能
か不可能かを決めて、事実とつながっているか考えない
と、資料が作れなくなったり、作っても説得力がなくな
ったりするから、集めるデータを見極めることは大切だ
と思いました。 

【【資資料料３３】】児児童童 AA ののググルルーーププがが使使っったたワワーーククシシーートト  

【【資資料料４４】】児児童童 AA ののググルルーーププのの話話しし合合いいのの記記録録 
児童Ｃ：アンケートをとるのはすべてできそうだよね。 
児童 A：そうだね。 
児童Ｂ：でも、候補②は「あいさつをしていたけど」だ

から、前のことまで調べないといけないから難
しいよね。 

児童 A：たしかに、だからこれは集められないね。 
児童Ｃ：候補④はクラスの先生が全員あいさつをしてい

たかを確認できなそうだから難しいよね。 
児童Ｂ：候補①からわかることはあいさつが苦手な人

が何人いるかだよね。 
児童 A：これは（原因と）つながっているかな？ 
児童Ｂ：これはつながってないよね。 
児童Ｄ：この候補③はどうだろう。 
児童Ｂ：不安に思っている人の数はわかるよね。 
児童 A：不安で返してもらえないかもと思ってい 

る人の数か、これは（原因と）つながっ 
ているかな？ 

児童Ｂ：つながっていると思う。 
児童Ｄ：そう思う。 
児童 A：私もそう思う。 

不安に思う人が多かったら説得力あるよね。 
児童Ｂ：そうだよね。 

視視点点①①  

視視点点②②  
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【【資資料料８８】】発発表表のの時時にに実実際際にに使使っっ
たたググララフフ  

（（３３））手手立立てて③③  学学習習用用タタブブレレッットトのの活活用用ににつついいてて  
  手立て②を用いて集めるデータを検討した後、クラス全体で、あいさつがより広がりそうな活
動を 2 つに絞った。そして、教師がアンケートを作成し、集めたデータを分析する場面において、
学習用タブレットを用い、同じデータをいろいろな形のグラフに表したり、複数のデータを組み
合わせてグラフを簡単に作成したりできるサイトを利用し、子どもたちが問題解決に必要となる
グラフを検討できる環境を作った。  
 第１４時では『教室にあいさつをして入ってきた人数とあいさつしていなかった人数（学年別）』
のデータを教師が棒グラフ・折れ線グラフ・円グラフ・帯グラフで提示し、それぞれのよさにつ
いて考え、どのグラフを用いるのが１番よいかを検討した。【資料６】は、その授業の児童 A の振
り返りである。「変化を求めている 
のではないから、おかしくなってし
まう」という記述から、目的に応じ
て適したグラフを使わなくてはな
らないことに気付けたことが分か
る。このことから、学習用タブレッ
トを用いて、同じデータをいろいろ 
な形のグラフに表し、分析をすることで、問題解決に適したグラフと適していないグラフが存在
することに気付くことができたと言える。 
 第１６時からは、自分たちの発表に説得力をもたせるためにどのデータを使うか考えた。 児童
A の班は、「朝、教室に行ってあいさつをする」という解決策が有効であるという根拠に「相手か
らと自分からでは、どちらが不安じゃないですか」というアンケートの結果が使えそうではない
かと考え、【資料７】のグラフを使おうと考えた。【資料８】は最終的に発表で使ったグラフであ
り、【資料９】はその時の、児童 A のグループでの話し合いの記録である。 
 【資料９】の児童 A 下線部①
の発言からは、より適したグラ
フをみつけるために、いくつか
のデータを組み合わせて考え
ようとする姿勢がうかがえる。
このような姿や話し合いが生
まれたのも学習用タブレット
ですぐに様々なグラフを見る
ことができる環境が影響して
いると考えられる。さらに、児
童 A 下線部②の発言から、見て
すぐに分かることや、自分の意
見に説得力をもたせられると
いうグラフのよさを児童 A が
意識していることがうかがえ
る。これらのことから、児童 A
は、グラフのよさが生かされる
ような、より適したグラフにし
ようという思いをもって問題
解決に取り組んでいたことが
分かる。 
 このような、児童 Aの姿や、
グループでの話し合いの記録
から手だて③は、問題解決のた
めに適切なグラフや分析結果
を活用しようとすることに有
効に働いたことが分かる。 
  

【【資資料料６６】】児児童童 AA のの振振りり返返りり  
あいさつができている人を表すときは、帯グラフや円グ
ラフを使うとよいと思いました。なぜなら、もとが違っ
ても大きさを比べられるからです。逆に、もしも折れ線
グラフにしてしまうと、今は変化を求めているのではな
いから、おかしくなってしまうと分かりました。 

【【資資料料７７】】最最初初にに分分析析ししたたデデーータタ  
「自分からと相手から、どちらがあいさつ

しやすいですか？」 
という問いに対する回答 
（左が自分から、右が相手から） 

【【資資料料９９】】児児童童 AA ののググルルーーププのの話話しし合合いいのの記記録録  
児童Ｂ：相手からの方が不安じゃないって人の方が多いと思っ

たのに、そんなに変わらないね。 
児童 A：たしかに、これだと相手からの方が安心だからって部

分につながらないね。 
児童Ｄ：違うアンケートで使えるのを探してみようか 

T ：つながりまで意識できていていいね。 
    学年別とかでも見てみたら？ 

児童Ｂ：６年生は７０％以上相手からってなってるね。 
児童Ｄ：でも２年生は、反対に７０％くらい自分からって結果

になっちゃっているよ。 
児童 A：①これじゃ、相手からがいいって言いにくいか… 

得意・苦手別でも見てみよう 
苦手な人は、相手からが多そうじゃない？ 

児童Ｃ：ほんとだ！８０％くらいある。【資料８】 
児童Ｄ：でも、得意な人は半分以上自分からってなっているよ。 
児童Ｂ：確かにそうだけど、苦手な人ができるようになればよ

くない？ 
児童Ｄ：たしかに、得意な人は（あいさつ）できるし。 
児童 A：②でも、これ見た時にあんまり説得力が… 
児童Ｂ：苦手な人のところだけ使うとかは…？ 
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 6  

４４  研研究究のの成成果果  
（（１１））仮仮説説１１「「目目的的にに応応じじたたデデーータタをを集集めめるる計計画画をを立立ててるる場場面面ににおおいいてて、、ワワーーククシシーートトをを工工夫夫しし

てて思思考考のの流流れれをを見見ええるる化化ししたたりり、、話話しし合合いいのの視視点点をを明明確確化化ししたたりりすするる」」にに対対すするる手手だだてて①①
②②ににつついいてて  

手立て①「思考の流れを見える化したワークシート」 
あいさつを広げるために、今まで経験したことのあるポスターづくりや呼びかけ活動をしよ

うと考えていた児童 A は、あいさつをしても返してもらえないことに不安を感じている人が多
いのではないかと予想し、「朝、教室に行きあいさつをする」という筋道だった考えをもつこと
ができた。 

手立て②「話し合いの視点を明確化したワークシート」について 
集めることが難しいデータや、集めても説得力をもたないデータを集めようとしていた児童

A のグループがデータを集める段階や、データを使って発表する段階までを見通した計画を、根
拠をもって立てることができていた。 
以上のことより、手立て①②は、子どもたちが筋道立てて考え、問題解決までの見通しがも

てるようになるために有効な手立てであったと考える。 
  
（（２２））仮仮説説２２「「集集めめたたデデーータタをを使使っっててどどののよよううにに伝伝ええるるかかをを考考ええるる場場面面ににおおいいてて、、様様々々ななググララフフ

でで分分析析ででききるる環環境境をを作作るる」」にに対対すするる手手だだてて③③ににつついいてて  
手立て③「学習用タブレットを活用する」について 

児童 A は、単元を通して、適切なグラフと適していないグラフがあることを理解し、もとも
と使おうとしていた資料では相手を納得させることができないことに気付くことができた。さ
らに、学習用タブレットで様々なグラフの形に表すことでより説得力のあるグラフを探しだし、
活用することができた。 
以上のことより、手立て３は、問題解決のために、適切なグラフや分析結果を活用するため

に有効な手立てであったと言えよう。 
 
上記（１）（２）のことから、仮説１、仮説２は妥当だったと考える。 

  
５５  今今後後のの課課題題  
 本研究では、統計的な問題解決活動（PPDAC）を取り入れるために、算数科だけではなく、国
語科の時間や、総合的な学習の時間を取り入れて単元を構想したため、２３時間というとても大
きな単元となってしまった。そのわりに、児童がデータを集める活動は１回しか行えなかったこ
とが課題である。１度でよいデータを集めようとするのではなく、PPDAC サイクルを回してい
く中で、どのようなデータを集めるべきかを学んでいくような単元構想にすることで、児童がよ
り自発的に学ぶ機会を確保できたのではないかと考える。 

また、本研究で培ってきた、筋道立てて考え、問題解決までの見通しをもつ力が、どれだけ普
段の算数科の問題解決の場面で発揮されるようになったのか変化が読み取りづらい。 

統計的な問題解決だけではなく、算数科の学習でも先を見通すことの重要性を感じられる場面
や、その必要性に迫れる場面を作り、他分野でも取り組ませるとよいと考える。 
  
６６  そそのの後後のの児児童童 AA ととググララフフをを活活用用ししよよううととすするる子子どどももたたちち  
 児童 A は、６年生になってもあいさつを広げていきたいという思いを強くもち、生活委員会の
あいさつ運動にとても意欲的に取り組んでいる。 
 また、下校集会場所に集まるまでに話してしまう子が多いことを課題（Problem）に感じた子ど
もたちが話している子の数を調査し、その結果を曜日毎の棒グラフに表し、月曜日が時に話して
いる子が多いことを学年全体に伝えていた。本研究の目的である、「問題を解決するために、何が
必要か見通しをもって考え、分析し、適切なグラフを用いて納得してもらえるようにはたらきか
ける子どもの姿」を見ることができた。  

今後も学んだことを生活に生かそうとする子どもの育成に取り組んでいきたい。 
 
〈参考文献〉文部科学省（平成 30 年）：『小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説算数編』 
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問題解決までの見通しをもち、適切なグラフや分析結果を問題解決に活用しようとする子の育成―５年　割合のグラフ（あいさつNo.1プロジェクト）の実践を通して―


